
４
月
１０
日
㈰
は
京
都

府
議
会
議
員
一
般
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま

で
投
票
で
き
ま
す
。
開

票
は
中
央
公
民
館
で
同

日
午
後
９
時
か
ら
行
い

ま
す
。

【
投
票
で
き
る
人
】

平
成
３
年
４
月
１１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
籍
の
人
で
、
同
２２
年

１２
月
３１
日
（
転
入
届
出

の
日
）
以
前
か
ら
本
市

内
に
住
所
が
あ
る
人

【
投
票
場
所
】

下
表
の
と
お
り

【
投
票
所
入
場
券
】

告
示
日
（
４
月
１
日
）

か
ら
順
次
、
投
票
所
入
場

券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

手
元
に
届
く
ま
で
に
数

日
か
か
る
こ
と
や
、
家
族

で
も
別
々
に
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す

万
が
一
、
入
場
券
が
届

か
な
い
と
き
、
紛
失
し
た

と
き
、
忘
れ
た
と
き
な
ど

は
、
投
票
所
の
受
け
付
け

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
仕
事
・
用

事
・
旅
行
・
病
気
・
出

産
な
ど
で
投
票
所
に
行

け
な
い
人
の
た
め
に
、

投
票
日
前
に
投
票
が
で

き
る
「
期
日
前
投
票
制

度
」
が
あ
り
ま
す

投
票
期
間
＝
４
月
２

日
㈯
～
９
日
㈯
、
土
・

日
曜
日
も
で
き
ま
す

時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
８
時

場
所
＝
市
役
所
４
階

４
０
３
会
議
室

同
投
票
所
に
あ
る
宣

誓
書
を
書
い
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
・
身

分
証
明
書
な
ど
は
不
要

で
す
。

投
票
日
直
前
は
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
室
内
、
☎
６４
・

１
３
３
７
）

市
は
３
月
２０
日
に
、
核
兵
器

の
廃
絶
と
世
界
平
和
の
実
現
に

向
け
て
京
田
辺
市
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
宣
言

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も

分
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
。

宣
言
式
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
生
が
宣
言
文
を
朗
読
し
た
ほ

か
（
＝
写
真
）、
長
崎
で
被
爆
さ

れ
た
非
核
平
和
都
市
宣
言
起
草

委
員
会
委
員
の
藤
田
晴
子
さ
ん

が
被
爆
体
験
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
総
務
室
（
☎
６４
・

１
３
３
７
）

東北地方太平洋沖地震の被災地へ
復興に向け可能な限り支援

3 月 11 日に発生しました東北地方太平洋沖地震におい
て、我が国の歴史上類を見ない甚大な被害が発生しました。

被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます
とともに、亡くなられました皆様には謹んで哀悼の意を
表します。また、被災地の一日も早い復興をお祈り申し
上げます。

今回の大地震は、被害が大規模かつ広範囲にわたってい
ることから、復興に長期間を要することが予想されます。

京田辺市を挙げて可能な限りの支援を行ってまいりた
いと考えておりますので、市民の皆様のご理解とご協力
をお願いいたします。

京田辺市長　石井　明三

義
援
金
を

受
け
付
け

市
は
、
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
の
被
災
地
へ
の

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
義
援
金
箱
は
、
市

役
所
や
公
共
施
設
に
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
援

物
資
の
受
け
付
け
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
義
援

金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
の
復
興
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

３
月
２７
日
現
在
、

６
３
５
万
５
０
１
円
の
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
し

た
。

京田辺市非核平和都市宣言

やすらぎと希望に満ちた平和な日々
を送ることは、世界の人々の願いです。

しかし、いまも世界のどこかで人間
（ひと）の命の尊さを踏みにじるよう
な争いが続き、人類は、核兵器の脅威
にさらされています。

原子爆弾による広島・長崎の苦しみ
や悲しみが、二度と繰り返されること
のないよう、私たちは、日本国憲法が
掲げる平和理念に基づき、非核三原則
を守り、非暴力と対話で、核兵器の廃
絶と世界の平和を訴え続けなければな
りません。

「戦争の悲惨さと平和や生命（いの
ち）の尊さを、次代を担う子どもたち
に伝えたい」

「ぼくたち、わたしたちも平和な未
来のためにできることをがんばりま
す」

世代を越えて受け継がれる『平和へ
の思い』が、世界平和への希望の光と
なることを信じます。

私たちは、木津川と甘南備山に包ま
れた豊かな自然と先人が築いてきた歴
史や文化を大切にし、互いに尊敬しあ
い、家庭から地域、地域から世界へと笑
顔と思いやりの輪を広げながら、一人
ひとりが平和の実現に向けて努力する
ことを誓い、ここに京田辺市が非核平
和都市として歩むことを宣言します。

市は、「だれもが安全・安
心に暮らせるまちづくり」を
目指し、JR 三山木駅高架下
に南部水防倉庫を建築しま
した（＝写真）。この倉庫に
は水害時に備え、土のう袋
や杭などを収納しています。

また、二又・山崎・出垣
内地区を管轄する消防団の
器具庫や消防団待機所を併
設し、市南部地域の防災拠

点としての役割を担う建物
となっています。
問合せ先＝消防本部（☎

63-7826）
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4 月検針分から水道料金を値下げし
ます。

市の水道水の供給源の一つである
京都府営水道の価格が引き下げられ
たことなどにより、今回の値下げを
行います。

また、これまで、水道料金と下水道
使用料の料金表の消費税は内税表示
でしたが、今回の料金改訂に合わせ、
外税表示に変更します。

料金の計算例は、下図をご覧くだ
さい。

なお、新しい料金表は、戸建住宅
には「ご使用水量のお知らせ」とと
もに投函し、受水槽方式の集合住宅
の所有者には郵送します。市ホーム
ページでもお知らせしますので、ご
覧ください。
【問合せ先】
水道部経営管理室（☎ 62-0414）

平
成
２３
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
は
、
学
生

本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
の

基
準
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で

す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
大
学
（
大
学
院
）・

短
期
大
学
・
高
等
学
校
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

各
種
学
校
（
学
校
教
育
法
に

規
定
さ
れ
る
学
校
で
、
修
業

年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）・

文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た

課
程
の
海
外
大
学
（
日
本
分

校
）
な
ど
に
在
学
す
る
２０
歳

以
上
の
人

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
▼

学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た

は
在
学
証
明
書
▼
年
金
手
帳

▼
印
鑑
（
自
筆
の
場
合
は
不

要
）
▼
平
成
２２
年
中
に
所
得

が
あ
り
、
同
２３
年
１
月
２
日

以
降
に
転
入
し
た
人
は
、
市

区
町
村
が
発
行
す
る
同
２３
年

度
所
得
課
税
証
明
書
ま
た
は

非
課
税
証
明
書
▼
会
社
な
ど

を
退
職
し
て
学
生
と
な
っ
た

人
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
・
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
。
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
承
認
期
間
＝
申
請
の
あ
っ

た
日
の
属
す
る
年
度

年
度
途
中
に
申
請
し
て
も
、

そ
の
年
度
の
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
承
認
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
事
故
や

病
気
で
障
が
い
が
残
っ
た
場

合
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
。
前
年
度
承
認
さ
れ
、

今
年
度
も
引
き
続
き
学
生
の

場
合
で
も
申
請
が
必
要
で
す
。

前
年
度
承
認
さ
れ
た
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ

の
申
請
用
紙
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。
申
請
書
が
届
か
な
い
人

は
、
市
役
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０５
・

１
１
６
５
、
Ｉ
Ｐ
電
話
は
☎

０３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
）・

京
都
南
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
市
民

年
金
課
（
☎
６４
・
１
３
３
３
）

配偶者間の暴力を「夫婦の問題だから」「子ど
ものために」と我慢していませんか。自分が暴力
を受けていると分かっていても、逃げ出すことを
踏みとどまりがちです。その理由は、①経済的問
題（収入や就労経験がない・高齢で働けないなど）
②子どもの問題（安全や就学への影響・母子家庭
になることの不安）③失うもの（仕事・住居・地
域社会での人間関係）などが挙げられます。

これらの問題は、一人で解決できるものではあ
りません。我慢しないで相談してください。配偶
者間の暴力から緊急に避難する必要が生じた場合
は、警察署・京都府と連携し、身の安全を最優先
に避難することを支援します。

まずは、女性の相談室（☎ 65-3727）へ電話し
てください。
【問合せ先】
女性交流支援ルーム（☎ 65-3709）

市
は
、
病
気
の
予
防
・

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
京
田
辺
市
国
民
健

康
保
険
（
市
国
保
）
被
保

険
者
と
京
田
辺
市
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
を
対

象
に
「
外
来
（
半
日
）
人

間
ド
ッ
ク
」「
脳
ド
ッ
ク
」

「
併
用
ド
ッ
ク（
人
間
ド
ッ

ク
と
脳
ド
ッ
ク
の
併
用
受

診
）」
の
受
診
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
】

▼
市
国
保
＝
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人

①
５
月
６
日
現
在
、
引

き
続
き
１
年
以
上
継
続
し

て
市
国
保
に
加
入
し
て
い

る
②
５
月
６
日
現
在
、
３０

歳
以
上
７５
歳
未
満
（
昭
和

１１
年
５
月
７
日
以
降
生
ま

れ
）
③
入
院
・
妊
娠
し
て

い
な
い
④
国
保
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
世
帯

▼
後
期
高
齢
者
医
療
＝

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
①
５
月
６
日
現
在
、
市

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
で
あ
る
②
入
院
し
て
い

な
い
③
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

い
【
健
診
機
関
・
内
容
】

左
表
の
と
お
り

【
申
込
方
法
】

申
込
ハ
ガ
キ
を
郵
送
す

る
か
国
保
医
療
課
（
正
午

～
午
後
１
時
、
土
・
日
曜

日
と
祝
日
を
除
く
）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
し
め
き
り
】

５
月
６
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
▼
国
保

に
関
す
る
こ
と
…
☎
６４
・

１
３
３
２
▼
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
こ
と
…
☎

６４
・
１
３
７
４

年金

【
お
詫
び
】

３
月
１
日
号
２
面
に
掲

載
し
ま
し
た
「
老
齢
基
礎

年
金　

カ
ラ
期
間
の
申
し

出
を　

資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
」
で
、「
公
的
年

金
制
度
の
資
格
期
間
を
満

た
し
た
人
（
２５
年
以
上
保

険
料
を
納
め
た
人
）に
は
、

６５
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

と
し
て
月
額
約
６
万
６
千

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。」

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

月
額
約
６
万
６
千
円
が

支
給
さ
れ
る
人
と
は
、
２０

～
６０
歳
ま
で
全
額
保
険
料

を
納
め
た
人
で
す
。
そ
れ

以
外
の
受
給
資
格
を
満
た

し
た
人
に
は
、
保
険
料
を

納
め
た
月
数
な
ど
に
応
じ

た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

誤
解
を
招
く
表
現
が
あ

り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

し
ま
す
。

市
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

市
内
の
施
工
業
者
に
自
宅
や
店

舗
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

を
発
注
し
た
場
合
、
工
事
費
用

の
２
分
の
１
（
千
円
未
満
切
り

捨
て
）
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

▼
住
宅
＝
次
の
①
②
に
該
当

し
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人
①

本
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
し
、
市
内
に
居
住
し
て

い
る
②
申
請
者
お
よ
び
同
居
者

に
、
介
護
認
定
（
支
援
）
を
受

け
て
い
る
人
や
、
高
齢
者
・
障

害
者
住
宅
改
修
の
対
象
者
（
過

去
に
交
付
を
受
け
た
人
を
含

む
）
が
い
な
い

▼
店
舗
＝
市
内
に
自
ら
が
営

む
店
舗
を
構
え
る
中
小
企
業
者

で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

【
対
象
施
設
】

▼
住
宅
＝
自
己
の
居
住
用
住

宅
。
共
同
住
宅
の
場
合
は
、
専

有
部
分
の
み

▼
店
舗
＝

自
己
の
営
業

用
店
舗
。
小

売
店
、
飲
食

店
、
診
療
所
、

接
骨
院
、
理
・

美
容
室
な
ど

市
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
店

舗
。
事
務
所
・
工
場
・
風
営
法

第
２
条
に
規
定
す
る
も
の
を
除

く
住
宅
・
店
舗
を
賃
借
し
て
い

る
場
合
も
対
象
で
す
が
、
建

物
所
有
者
の
承
諾
書
が
必
要
で

す
。【

対
象
工
事
】

移
動
の
円
滑
化
の
た
め
に
行

う
段
差
解
消
・
手
す
り
の
設

置
な
ど
の
費
用
が
５
万
円
以
上

（
税
別
）
で
、
交
付
決
定
後
に

着
工
し
、
平
成
２４
年
３
月
３１
日

㈯
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
。
ほ

か
の
助
成
な
ど
を
受
け
て
い
る

場
合
を
除
く

【
上
限
額
】

▼
住
宅
＝
１０
万
円

▼
店
舗
＝
２０
万
円

【
申
込
方
法
】

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
産

業
振
興
課
に
あ
る
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
え
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い

【
し
め
き
り
】

１２
月
２８
日
㈬

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

産
業
振
興
課
（
☎
６４
・

１
３
６
４
）

市
と
京
都
府
は
、不
妊
治
療
を
受
け
る

夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
以
降
の
診
療
分
か
ら
、

３
万
円
で
あ
っ
た
限
度
額
を
引
き
上
げ
、

人
工
授
精
を
助
成
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

【
対
象
】

府
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、
市
内
に

住
民
登
録
し
て
い
る
間
に
不
妊
治
療
や

人
工
授
精
を
受
け
る
夫
婦

各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
助
成
額
】

▼
保
険
適
用
の
み
…
自
己
負
担
額
の

２
分
の
１
。
上
限
６
万
円

▼
人
工
授
精
の
み
・
人
工
授
精
お
よ

び
保
険
適
用
（
全
体
の
総
額
）
…
自
己

負
担
額
の
２
分
の
１
。
上
限
１０
万
円

【
申
請
期
限
】

診
療
日
か
ら
１
年
以
内

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

こ
ど
も
福
祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

市は、第 2 期京田辺市
地域福祉計画策定委員会
の委員を募集します。同
委員会では、地域福祉計
画を見直し、計画の修正
などを行います。
対象＝市内に在住・通

勤・通学する 18 歳以上
の人で、年 2・3 回程度
の委員会（平日）に参加
できる人
任期＝6月上旬から1年
報酬＝あり
募集人数＝ 2 人程度
応募方法＝住所・氏名・

年齢・性別・電話番号・

職業・作文（応募の理由
と福祉に対するあなたの
考え方。800 字程度）を書
いて、持参・郵送・電子
メール（添付ファイルは
使用しないでください）
で応募してください

結果は、応募者全員に
書面でお知らせします。
しめきり＝ 4 月 28 日

㈭（必着）
応募・問合せ先＝社会

福祉課（〒 610-0393〈住
所 不 要 〉、 ☎ 64-1371、
メ ー ル ア ド レ ス
fukushi@kyotanabe.jp）

市は、京田辺市男女共
同参画審議会の委員を募
集します。同審議会では、
男女共同参画計画に基づ
く施策の進捗状況などに
ついて話し合います。
対象＝市内に在住・通

勤・通学し、6 月 1 日現
在 20 歳以上の人
任期＝6月1日から1年
報酬＝あり
募集人数＝ 2 人程度
応募方法＝住所（市

外に在住する人は、勤務
先名または学校名と所在
地）・氏名・生年月日・性
別・電話番号・応募動機

（400 字程度）・男女共同
参画に関する活動など審
議会で活用できると思わ
れる経歴などを書いて、
持参・郵送・℻・電子メー
ルで応募してください

結果は、応募者全員に
書面でお知らせします。
しめきり＝ 4 月 28 日

㈭（必着）
応募・問合せ先＝市民

参画課（〒 610-0393〈住
所不要〉、☎ 64-1314、℻
64-1305、メールアドレ
ス sankaku@kyotanabe.
jp）

よ
く
あ
る
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ
で

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ　

平
成
２２
年
度
中
に
受
け

　

た
保
険
適
用
分
の
治
療
を

　

同
２３
年
４
月
１
日
以
降
に

　

申
請
し
た
場
合
の
助
成
額

　

は
Ａ　

２２
年
度
は
助
成
額
の
上

　

限
が
３
万
円
で
す
の
で
、

　

３
万
円
ま
で
支
給
し
ま
す

Ｑ　

平
成
２２
年
度
に
受
け
た

　

人
工
授
精
を
同
２３
年
４
月

　

１
日
以
降
に
申
請
し
た
場

　

合
、
助
成
金
の
対
象
に
な

　

り
ま
す
か

Ａ　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん

小学校は4月から、中学校は平
成24年度から新しい学習指導要
領に基づく学習が始まります。

今年度の 1 学期始業日と夏休
み期間は次のとおりです。
【小学校】
始業日＝ 4 月 6 日㈬
夏休み期間＝ 7 月 21 日㈭～

8 月 29 日㈪
【中学校】
始業日＝ 4 月 7 日㈭
夏休み期間＝ 7 月 21 日㈭～

8 月 30 日㈫（始業日が 1 日遅
くなることに伴い、夏休み終了
日が 1 日早くなります）

なお、平成 24 年度は、小学
校は同 23 年度と同じですが、
中学校は決定され次第お知らせ
します。
【問合せ先】
学校教育課（☎ 64-1392）



第
２６
回
国
民
文
化
祭
京
田
辺
市
実
行
委

員
会
は
、
第
２０
回
「
一
休
と
ん
ち
大
賞
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

本
市
で
晩
年
を
過
ご
し
た
一
休
和
尚
に

ち
な
み
、
庶
民
的
な
風
刺
と
ユ
ー
モ
ア
あ

る
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

こ
ば
な
し
の
部
・
エ
ッ
セ
イ
の
部
＝
ど

な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す

川
柳
の
部
＝
▼
大
人
の
部
…
高
校
生
以

上
の
人
▼
こ
ど
も
の
部
…
中
学
生
以
下
の

人
【
内
容
・
規
定
】

●
こ
ば
な
し
の
部

「
風
刺
」「
と
ん
ち
」
を
利
か
せ
た
も
の
。

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
打
ち
２０
字
×
２０
行
以
内

●
エ
ッ
セ
イ
の
部

一
休
さ
ん
に
聞
か
せ
た
い
愉
快
な
話

や
困
っ
た
話
・
ち
ょ
っ
と
良
い
話
な
ど
。

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
原
稿
は
縦
打
ち
２０
字
×
４０
行
以
内

●
川
柳
の
部

大
人
の
部
＝
テ
ー
マ
は
「
一
休
さ
ん
」

ま
た
は
「
感
動
」

子
ど
も
の
部
＝
テ
ー
マ
は
学
校
で
の
出

来
事
や
日
ご
ろ
感
じ
た
こ
と
な
ど

い
ず
れ
も
、
様
式
は
自
由
で
す
。

【
賞
（
各
部
門
共
通
）】

服
飾
評
論
家
の
市
田
ひ
ろ
み
さ
ん
な
ど

９
人
の
審
査
委
員
が
選
び
ま
す

▼
大
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
＝
１
点

▼
優
秀
賞
（
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会

長
賞
・
第
２６
回
国
民
文
化
祭
京
都
府
実
行

委
員
会
会
長
賞
）
＝
２
点
▼
佳
作
（
第
２６

回
国
民
文
化
祭
京
田
辺
市
実
行
委
員
会
会

長
賞
・
京
田
辺
市
観
光
協
会
会
長
賞
）
＝

３
点

す
べ
て
の
入
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
を
贈

呈
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

部
門
の
別
・
作
品
タ
イ
ト
ル
（
ふ
り
が

な
）・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
ペ
ン
ネ
ー
ム

（
希
望
す
る
人
の
み
）・
年
齢
・
性
別
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
職
業
ま
た
は
学
校
名
と

学
年
・
電
話
番
号
・
℻
・
一
休
と
ん
ち
大

賞
を
何
で
知
っ
た
か
を
書
い
た
表
紙
を
作

品
に
添
付
し
、
持
参
・
郵
送
・
℻
・
電
子

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

【
し
め
き
り
】

６
月
３０
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
、
海
外

か
ら
は
必
着
）

【
発
表
】

８
月
中
旬
に
入
賞
者
に
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す

【
授
賞
式
】

１１
月
３
日
㈷
、
中
央
公
民
館

【
応
募
・
問
合
せ
先
】

第
２６
回
国
民
文
化
祭
京
田
辺
市
実

行
委
員
会
（
国
民
文
化
祭
推
進
室
内
、

〒
６
１
０
・
０
３
９
３
〈
住
所
不
要
〉、
☎

６４
・
１
３
２
５
、
℻
６４
・
１
３
０
５
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス kokubunsai@kyotanabe.

jp

）
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市
は
、
左
表
の
と
お
り
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
。

【
料
金
】

▼
注
射
＝
３
千
２
０
０
円
▼
登
録
＝
３
千
円
。

釣
り
銭
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

京
都
府
獣
医
師
会
所
属
の
動
物
病
院
で
も
同
じ

料
金
で
接
種
で
き
ま
す
。
集
合
注
射
・
府
獣
医
師

会
所
属
の
動
物
病
院
以
外
で
注
射
し
た
場
合
、
接

種
を
証
明
で
き
る
も
の
を
提
出
し
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
犬
の
登
録
忘
れ
ず
に
】

生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
登
録
が
必

要
で
す
。
集
合
注
射
会
場
で
登
録
で

き
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
転
入
や
死
亡
し
た
場

合
は
届
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
他

市
区
町
村
で
登
録
し
、
転
入
手
続
き

し
た
犬
に
は
、
鑑
札
を
無
償
交
換
し
ま
す

【
鑑
札
は
迷
子
札
に
】

鑑
札
や
注
射
済
票
は
迷
子
札
に
な
り
ま
す
。
紛

失
し
た
人
は
再
交
付
し
ま

す
。手

数
料
＝
▼
鑑
札
…

１
千
６
０
０
円
▼
注
射
済

票
＝
３
４
０
円

【
届
出
・
問
合
せ
先
】

健
康
衛
生
課
（
☎
６４
・

１
３
３
５
）

田
辺
公
園
プ
ー
ル
は
、
平
成
２２
年
１０

月
か
ら
行
っ
て
い
た
保
守
工
事
を
完
了

し
、
４
月
１
日
か
ら
営
業
を
再
開
し
ま

し
た
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
気
持
ち
よ
く

泳
げ
る
田
辺
公
園
プ
ー
ル
を
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
・
料
金
＝
下
表
の
と
お
り

休
所
日
＝
▼
温
水
期
間
…
毎
週
水
曜

日
（
祝
日
の
場
合
は
営
業
し
ま
す
）。

９
月
４
日
㈰
、
１２
月
２８
日
㈬
～
平
成
２４

年
１
月
４
日
㈬
▼
夏
期
期
間
…
７
月
６

日
㈬
・
１３
日
㈬
・
８
月
１７
日
㈬

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル
（
☎

６５
・
３
１
１
３
）

田辺中央体育館など有料公園施設の管理運営は、
NPO 法人京田辺市社会体育協会が行います。

4 月 1 日から第 2・4・5 水曜日も利用できます。
利用時間＝午前 9 時～午後 10 時
田辺公園多目的運動広場、田辺・草内木津川運動

公園は午後 7 時まで、防賀川公園は午後 9 時まで、
一町田多目的運動広場は午後 5 時までです。
休館日＝第 1・3 水曜日、年末年始
利用料金など＝教育委員会ホームページの施設案

内から田辺中央体育館をご覧ください
施設名・申請受付日＝下表のとおり
受付時間＝午前 9 時～午後 5 時
電話で空き状況の確認はできますが、申し込みは

できません。
問合せ先＝田辺中央体育館（☎ 62-1501）

市
は
、
次
代
を
担
う
児
童
が
健

や
か
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
を
願

い
、
４
月
２８
日
㈭
～
５
月
２８
日
㈯

を
京
田
辺
市
児
童
福
祉
週
間
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
、
次
の
行

事
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
み
ん
な
で
こ
い
の
ぼ
り
を
あ

げ
よ
う

日
時
・
場
所
＝
４
月
２８
日
㈭
午

前
１０
時
～
１０
時
３０
分
・
田
辺
中
央

体
育
館

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

●
親
子
ふ
れ
愛
交
流
・
歌
は
と

も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
・
場
所
＝
４
月
２８
日
㈭
午

前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
・
田
辺

中
央
体
育
館

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

出
演
＝
ク
ッ
キ
ー
ズ

●
大
住
児
童
館
１
日
開
放
の
日

５
月
５
日
㈷
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
３０
分
ま
で
施
設
を
開
放
し

ま
す
。
屋
外
遊
具
・
遊
戯
広
場
・

卓
球
な
ど
自
由
に
楽
し
め
ま
す
の

で
、
親
子
で
お
越
し
く
だ
さ
い

【
こ
い
の
ぼ
り
の
制
作
】

時
間
＝
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子
・
小
学
生

内
容
＝
ス
タ
ン
プ
や
ち
ぎ
り
紙

で
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
ま
す

【
親
子
で
楽
し
め
る
体
操
・
ダ

ン
ス
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
】

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

内
容
＝
家
族
で
リ
ト
ミ
ッ
ク

講
師
＝
西
濱
美
和
さ
ん

定
員
＝
２０
組
。多
数
の
場
合
は
、

４
月
１５
日
㈮
午
後
３
時
か
ら
抽
選

参
加
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
親

子
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
１４
日
㈭
（
必

着
）●

世
代
間
交
流
会
・
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ

日
時
・
場
所
＝
５
月
１４
日
㈯
午

後
１
時
３０
分
～
４
時
・
大
住
児
童

館
。
雨
天
中
止

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
２０
人
。多
数
の
場
合
は
、

５
月
７
日
㈯
午
後
３
時
か
ら
抽
選

参
加
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
児

童
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
５
月
６
日
㈮
（
必

着
）●

世
代
間
交
流
会
・
み
た
ら
し

だ
ん
ご
づ
く
り

日
時
・
場
所
＝
５
月
２１
日
㈯
午

後
１
時
３０
分
～
３
時
・
大
住
児
童

館
対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
２０
人
。多
数
の
場
合
は
、

５
月
１３
日
㈮
午
後
３
時
か
ら
抽
選

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
親

子
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
５
月
１２
日
㈭
（
必

着
）●

人
形
劇
・
一
休
さ
ん
３
つ
の

お
話日

時
・
場
所
＝
５
月
２８
日
㈯
午

前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
・
大
住

児
童
館

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子
・
小
学

生
出
演
＝
市
民
人
形
劇
団
ひ
と
や

す
み
ん

定
員
＝
１
２
０
人
。
多
数
の
場

合
は
、
５
月
２０
日
㈮
午
後
３
時
か

ら
抽
選

申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
児

童
名
・
学
校
名
（
学
年
）・
電
話
番

号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
５
月
１９
日
㈭
（
必

着
）【

申
込
・
問
合
せ
先
】

大
住
児
童
館（
〒
６
１
０
・
０
３

４
３
京
田
辺
市
大
住
内
山
７
、
☎

６８
・
２
２
２
５
）

●
人
形
劇
集
・
赤
ち
ゃ
ん
ウ
キ

ウ
キ
人
形
劇

日
時
・
場
所
＝
５
月
９
日
㈪

午
前
１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子
。
人
形

を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

出
演
＝
人
形
だ
ん
大
福
（
だ
い

ふ
く
）

定
員
＝
先
着
３０
組

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
み

申
込
・
問
合
せ
先
＝
こ
ど
も
福

祉
課
（
☎
６４
・
１
３
７
７
）

●
プ
ー
ル
無
料
の
日

日
時
＝
５
月
５
日
㈷
▼
午
前
の

部
…
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
０
時

３０
分
▼
午
後
の
部
…
午
後
１
時
３０

分
～
４
時
３０
分
▼
夜
間
の
部
…
午

後
５
時
３０
分
～
９
時
３０
分

場
所
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル

対
象
＝
中
学
生
以
下
の
人
。
小

学
校
３
年
生
以
下
と
夜
間
の
部
は

保
護
者
同
伴

費
用
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
田
辺
公
園
プ
ー
ル

（
☎
６５
・
３
１
１
３
）

●
野
外
活
動
に
親
し
む
日

日
時
＝
５
月
２２
日
㈰
午
前
９
時

３０
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・

通
学
す
る
人
。
小
学
生
低
学
年
以

下
は
保
護
者
同
伴

内
容
＝
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど

入
国
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
４
月
１５
日
発
行
の

学
び
の
情
報
誌
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
６２
・
２
８
１
６
）

●
ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
に
ち
・
場
所
＝
５
月
２１
日
㈯
・

普
賢
寺
児
童
館

【
１
部
・
親
子
教
室
パ
パ
さ
ん

Ｄ
Ａ
Ｙ
】

時
間
＝
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

対
象
＝
１
・
２
歳
の
親
子
。
必

ず
父
親
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

内
容
＝
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

や
わ
ら
べ
う
た
を
楽
し
み
ま
す

定
員
＝
２５
人

申
込
方
法
＝
来
館
・
電
話
で
申

し
込
み

し
め
き
り
＝
４
月
２８
日
㈭
午
後

４
時
３０
分
。
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
２
部
・
作
っ
て
遊
ぼ
う
】

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子
・
小
学

生
内
容
＝
コ
ー
ナ
ー
遊
び
を
中
心

に
、
乳
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
が
楽

し
め
る
製
作

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

普
賢
寺
児
童
館
（
☎
６５
・

０
１
５
３
）

市が、三山木地区特定土地区画整理事業で進めて
きた市道三山木駅前線整備のうち、府道生駒井手線
との交差点から近鉄高架下までの区間が完成し、全
線開通しました（＝下図）。

道路の幅は 22m、両側に 6m の歩道があります。
この道路の完成で、三山木駅前広場へのアクセス向
上や、府道八幡木津線と生駒井手線が交わる二又交
差点の渋滞解消が期待されます。
問合せ先＝三山木整備課（☎ 65-5540）

国民文化祭・京都 2011 の 69 の主催事業の中から、
「結び合うこころ 文化発心・街道絵巻山城」をテー
マに、山城地域の各市町村で開かれるイベントを次
号に渡り紹介します。
問合せ先＝国民文化祭推進室（☎ 64-1325）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
日
曜
日
の

夜
間
（
午
後
５
時
～
１０
時
）
も
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
１０
時

（
１２
月
２９
日
～
翌
年
１
月
３
日
、
祝
日

を
除
く
）

貸
出
施
設
＝
第
１
・
２
・
３
研
修
室
、

講
習
室
、
和
室

申
請
方
法
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
申
請
書
を
、
希
望
す
る
月
の
３
カ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

６５
・
４
９
６
１
）

期間 区分 大人 小人
午前

午前9時 30分～午後 0時 30分

午後
午後 1時 30分～ 4時 30分

夜間
午後5時 30分～ 9時 30分
回数券（11回分）

定期券（1カ月〈月単位〉）
午前・午後

午前9時～午後 4時 30分
夜間

午後5時 30分～ 9時 30分
回数券（11回分）

温水期間
（室内プールのみ）
4月 1日～ 6月 30日

9月 1日～翌年 3月 31日

夏期期間
7月 1日～ 8月 31日

500 円 200 円

5,000 円 2,000 円
3,000 円 1,200 円

300 円 100 円

3,000 円 1,000 円
※いずれの期間も日曜日の夜間は営業していません。

利用時間・料金利用時間・料金



平成23年（2011年）4月1日 平成23年（2011年）4月1日 ＜ 6＞＜ 7＞

消費生活相談時間を拡大
市は、消費生活相談室の受付時間
を 9時からに拡大します ▼相談
日時＝毎週月～金曜日 9時～ 16時
（12 時～ 13 時、祝日を除く）▼場
所＝産業振興課。電話相談も受け付
けます 不要問消費生活相談室（産
業振興課内、☎ 63-1240）

太陽光発電ｼｽﾃﾑ設置に補助
市は、個人の住宅用太陽光発電シ
ステムの設置費用を補助します 平
成 22年 4月 1日以降に国が行う同
システムの補助金制度に応募し、か
つ交付決定を受けて 1年以内の人
補助金額＝システム出力 1キロ

ワット当たり 3万円。上限 10万円
市ホームページまたは環境課にあ
る申請書で平成 24 年 3 月 30 日㈮
までに申し込み（予算額に達したと
きは終了）問環境課（☎ 64-1366）

子育てひろば「てふてふ」
開設時間を延長
4 月から子育てひろば「てふてふ」
の開設時間を 30分延長します。開
設日時＝月・火・木・金曜日 10 時
～ 15時（祝日・年末年始を除く）
主に3歳以下の乳幼児がいる家庭の
人と妊婦 親子が自由に遊べ、子育
てについて相談できます。子育ての
関連情報も提供します問▼子育てひ
ろば「てふてふ」（☎ 62-3731）▼
こども福祉課（☎ 64-1377）

京都府警察官採用試験
第 1 次試験日＝ 5 月 8 日㈰、京
都府警察学校または龍谷大学深草学
舎 ▼インターネット＝ 4月 8 日
㈮まで▼郵送＝ 4月 15 日㈮まで問
田辺警察署（☎ 63-0110）

調理師・製菓衛生師試験
5 月 29 日㈰ 10 時～ 12 時、長
浜バイオ大学京都CAMPUS 烏丸
学舎（京都市） ▼調理師試験＝ 4
月 11 日㈪～ 15 日㈮▼製菓衛生師
試験＝ 4月 18 日㈪～ 22 日㈮。い
ずれも山城北保健所・田辺地域総務
室で受け付け問山城北保健所（☎
21-2912）

クラミジア検査を追加しました。ク
ラミジアは感染を自覚しにくい病気
です。感染したまま妊娠すると、流
早産したり、新生児が結膜炎や肺炎
になったりすることがあります。公
費負担は妊娠期間を通して 1回の
みです。検査は、妊娠 30 週をめど
に医師の判断で行われます。4月 1
日㈮以降に妊娠届を出す人には受診
券を交付します。それ以前に妊娠届
を出した人で、まだ検査していない
人は、かかりつけの医療機関に相談
してください。委託医療機関以外で
妊婦健診を受けている人は、こども
福祉課へ相談してください問こども
福祉課（☎ 64-1377）

麻しん・風しん混合
（ＭＲ）の予防接種
4 月から、麻しん・風しん混合

（MR）の予防接種は次のとおりにな
ります▼ 1期＝ 生後 12カ月以上
24 カ月未満 委託医療機関で個別
接種。1歳になった翌月に受診票を
郵送▼ 2期＝ 平成 17年 4月 2日
～同 18年 4月 1日生 委託医療機
関で個別接種。5月に受診票を郵送
▼ 3期＝ 平成 10年 4月 2日～同
11 年 4月 1日生 市立中学校に通
学する人は集団接種。それ以外の人
は、委託医療機関で個別接種（5月に
受診票を郵送）▼4期＝ 平成5年4
月2日～同6年4月1日生 委託医
療機関で個別接種。5月に受診票を
郵送問こども福祉課（☎ 64-1377）

はり・きゅう・ﾏｯｻｰｼﾞ
施術費助成証明書を交付
市は、高齢者はり・きゅう・マッ
サージ施術費助成証明書を交付しま
す 市内に住民登録（外国人登録）
している満65歳以上の人 ▼交付・
使用期限＝平成 24 年 3 月 31 日㈯
▼助成額＝ 1枚につき 1回の保険
適用外施術費のうち 2,000 円（市
と施術所が 1,000 円ずつ）▼助成
枚数＝申請月（満 65歳以上の誕生
日以降）から平成 24 年 3 月まで
の月数に相当する枚数 1人 1回。
健康保険証・印鑑（代理人申請の場
合は、代理人の印鑑）を持参問国保
医療課（☎ 64-1374）

手話教室（入門）
5 月 11 日㈬～ 9月 7日㈬毎週水
曜日（全 18 回）の 19 時～ 21 時、
社会福祉センターなど 市内に在
住・通勤・通学する 18 歳以上で、
初めて手話を学ぶ人 手話でのあい
さつ・自己紹介などの会話習得を目
指す 32人 1,200 円（テキスト
代）・選択講座参加費 往復ハガキ
に①京田辺市手話教室「入門」②氏
名（ふりがな）③住所④年齢⑤☎・
ＦＡＸ⑥市内に通勤・通学の場合は、通
勤・通学先を書いて、4月 25 日㈪
（必着）までに郵送問京田辺市「手
話教室・入門」事務局（山城地域
活動センター「さんさん山城」内、
〒 610-0332 京田辺市興戸小モ詰
18、☎ 39-7113）妊婦健診の助成項目を追加

市は、妊婦健康診査の助成項目に

に申し込み問文化協会舞踊の部・小
谷（☎ 090-1159-3628）

大住ｼﾝﾌｫﾆｯｸﾊﾞﾝﾄﾞ
第 18回定期演奏会
4 月 24 日㈰ 14 時から（開場は
13 時 30 分）、八幡市文化センター
（八幡市） シンフォニックステー
ジ・ポップスステージ 前売り 500
円。当日 700 円。中学生以下無料
問大住シンフォニックバンド・片山
（☎ 090-5661-9190）

JRふれあいハイク
4 月 30 日㈯ 9時 25分、JR三山
木駅集合（15 時解散予定） コー
ス＝高船→極楽寺→石船神社→千鉾
山→三国境→朱智神社→ボタン園→
観音寺→筒城宮伝承地→ JR同志社
前駅（約 8km）。ボランティアガイ
ドが案内 300 円（保険料・資料
代）・バス代・観音寺拝観料 ☎・
ＦＡＸで申し込み問京田辺市観光案内所
（☎ 68-2810、ＦＡＸ 68-2817）

普通救命講習
▼ 5月 3 日㈷ 13 時～ 16 時、消
防署 15 人▼ 5 月 7 日㈯ 9 時～
12 時、消防署北部分署 10 人
AED（自動体外式除細動器）を用
いた心肺蘇生の講習 無料 前日ま
でに☎で申し込み問▼消防署（☎
63-1125）▼消防署北部分署（☎
65-0119）

同大ｽﾎﾟｰﾂ市民ｻﾎ゚ｰﾀｰ募る
同志社大学の競技スポーツの入場
料金の割引が受けられる「市民サ
ポーターカード」の会員を募集しま
す 市内に在住・通勤・通学する人
対象クラブは、硬式野球部・ラグ
ビー部・サッカー部。割引が受けら
れる入場券は一般券のみ（カード 1
枚につき 1枚）。日程などは市 を
ご覧ください 市民参画課にある申
請書で申し込み問市民参画課（☎
64-1314）

キッズ・ハート教室
第 1・3 土曜日▼ 1 ～ 4 年生＝
13 時～ 14 時 30 分▼ 5・6 年生＝
14時 30 分～ 16時、社会福祉セン
ター 小学生 子どもたちのための
心の教育。低学年は歌・ゲーム・お
話しなどを通して、広い視野を持っ
た人間性を醸成することを、高学年
は心を磨きながら社会への奉仕を目
指します。講師＝関西大学文学部教
授の野口メアリーさん。保護者説明
会＝ 4月 2日㈯ 13 時 30 分から
無料問野口（☎ 68-5260）

着物リフォーム教室
4 月 15 日㈮・22日㈮ 13時から、
環境衛生センター甘南備園リサイク
ルプラザ 初心者 着物をリバーシ
ブルベストに変身させましょう 先
着 4人 300 円 4 月 4日㈪ 9時
30 分から☎で申し込み問京田辺エ
コパークかんなび（☎ 27-5839）

おひさまサロン
4 月 7 日㈭ 10 時～ 11 時 30 分、
NPO法人そよかぜ子育てサポート
母と子の教室 2カ月～ 2歳の乳
幼児と保護者 歌遊び・手遊び。地
域の出会い・交流を深めましょう。
コップを持参 200 円（おやつ代）
必要問NPO法人そよかぜ子育て

サポート（☎ 62-9672）

京田辺つぼ教室
4 月 8 日 ㈮・22 日 ㈮、5 月 13
日㈮・27 日㈮、6 月 10 日㈮・24
日㈮ 14 時～ 15 時、社会福祉セン
ター 小児～高齢者 ヨガとつぼ療
法。自分の体は自分で元気に。医者
いらずの健康体を目指します。動き
やすい服装でハンドタオルを持参
1回 200 円 必要問京田辺つぼ教
室（☎ 63-2055、 yururimura@
i.softbank.jp）

子どものいる暮らし講座
4 月 12 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時
30 分、子育てひろば「てふてふ」
生活習慣について 10人 必要。
託児あり（無料）。公共交通機関を
ご利用ください問▼子育てひろば
「てふてふ」（☎ 62-3731）▼こど
も福祉課（☎ 64-1377）

十三まいり
4 月 13 日 ㈬ 9 時 ～ 17 時、 大
住虚空蔵堂（京阪バス「大住ケ丘
西」バス停下車、徒歩 10分） 毎

年 4月 13 日に、数え年で 13 歳に
なった子どもが、知恵や福徳を授か
るため虚空蔵菩薩（こくぞうぼさ
つ）にお参りする行事問▼藤田（☎
62-0472）▼橋本（☎ 62-1676）

京都府女性の船
6 月 17 日㈮～ 20 日㈪（6 月 5
日㈰事前研修、7月 31 日㈰事後研
修）、北海道 ▼初参加＝府内に在
住する 20歳以上の女性▼サポート
参加＝京都府女性の船修了生。ほか
にも参加要件がありますので、お問
い合わせください 講義・テーマ別
学習会・全体発表・意見交換会・現
地活動団体との交流・現地見学など
100 人 4 万円程度 市民参画

課・女性交流支援ルームにある申
込用紙と作文（▼初参加＝私の活
動の成果と課題。原稿用紙 400 字
以上 800 字以内▼サポート参加＝
修了生として今回の船に臨む決意。
原稿用紙 1200 字以内）を 4月 15
日㈮（必着）までに市民参画課へ
郵送問京都府男女共同参画課（☎
075-414-4291）

大住中学校吹奏楽部
スプリングコンサート
4 月 17 日㈰ 14 時から（開場は
13 時 30 分）、八幡市文化センター
（八幡市） シンフォニック・ステー
ジ（喜歌劇「小鳥売り」セレクショ
ン）、ゲストステージ（桃園小学校
ジュニアバンド・同志社女子大学音
楽学科）、ポップス・ステージ（宇
宙戦艦ヤマト・AKB48 メドレー）、
OB合同ステージ（NHK大河ドラマ
「江～姫たちの戦国～」） 無料問大
住中学校吹奏学部（☎ 62-8889）

市民ねっと楽学塾
4月 26日㈫10時～11時 30分、
田辺中央体育館 生活習慣病予防
から始める健康づくり。講師＝市
職員 先着 50人 無料 不要問ま
ちづくり市民ねっと京田辺▼河内
（☎ 090-6753-2988）▼吉村（☎
090-5974-4353）

エコ・ウォーキング
4 月 27 日㈬ 9 時 15 分、三山木
駅前広場集合（15 時 30 分解散予
定）。雨天中止 コース＝高船→朱
智神社→ボタン園→天王農村広場→
観音寺→多々羅→南山→興戸→ JR
同志社前駅（約 8㎞）。ごみを拾い
ながら歩きます。弁当・水筒・敷物・
雨具などを持参 560 円（バス代）
4月 22 日㈮まで問きょうたなべ

環境市民パートナーシップ事務局
（環境課内、☎ 64-1366）

第25回市民舞踊発表会
出演者を募集
6 月 12 日㈰ 11 時から、中央公
民館 市内に在住・通勤・通学する
人 古典舞踊・歌謡舞踊・民謡踊
り・バレエなどの出演者を募集。1
グループ 25分以内、個人 5分以内
文化協会（中央公民館内）にある
申込用紙で 4月 23 日㈯ 12 時まで

スポーツに親しむ日
4 月 9日㈯・5月 7日㈯（児童福
祉週間事業）9時 30分～ 12時、田
辺中央体育館 バドミントン・卓球・
バスケット・ソフトバレー・ショー
トテニス・カローリングなど 100
円（小学生未満無料。5月 7日は小
学生も無料） 不要問田辺中央体育
館（☎ 62-1501）

京都ｻﾝｶﾞ F.C. ﾎｰﾑｹ゙ｰﾑ
▼4月 24日㈰ 13時から、対ファ
ジアーノ岡山戦▼ 5月 4日㈷ 13時
から、対サガン鳥栖戦。いずれも西
京極総合運動公園陸上競技場兼球
技場（京都市） 小・中・高校生
1,000 円から。大人 2,000 円から
問京都サンガ F.C. 営業企画部（☎
55-7603）

ちびっ子サッカー教室
4 月 30 日㈯・5月 8日㈰ 10時～

11時 30分、同志社大学京田辺校地
サッカー場 市内に在住・通園する
幼児（平成17年 4月 2日～同19年
4月 1日生） 指導者＝同志社大学
サッカー部監督と部員 30人（多数
の場合は抽選） 2,500 円（保険料
を含む） 窓口＝ハガキを持参。郵
送＝往復ハガキの往信用に教室名、
住所、氏名（ふりがな）、性別、生年
月日、☎、幼稚園・保育所名、保護
者氏名を書き、返信用は白紙に。4
月 13日㈬（必着）までに申し込み問
京たなべ・同志社スポーツクラブ事
務局（社会体育課内、☎ 64-1394）

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ利用講習会
田辺中央体育館トレーニングルー
ムを利用するには、講習会の受講が
必要です▼ 4月 15日㈮ 19時～ 21
時▼ 5 月 4 日㈷ 10 時～ 12 時▼ 5
月 27 日㈮ 19 時～ 21 時、いずれ
も田辺中央体育館 市内に在住・通
勤・通学する 15 歳以上の人（中学
生を除く） 1,000 円 各講習会
の 10 日前までに、来館・郵送・
で申し込み。来館＝ハガキを持参。
郵送＝往復ハガキの往信用に「ト
レーニング講習会希望」・住所・氏
名（ふりがな）・年齢・☎・受講希
望日・勤務先または学校名（市外の
人）を書いてください。 ＝タイト
ルを「トレーニング講習会希望」と
し、住所・氏名（ふりがな）・年齢・
☎・受講希望日・勤務先または学校
名（市外の人）を書いてください問
田辺中央体育館（〒 610-0331 京
田辺市田辺丸山 19、☎ 62-1501、
gym@kyotanabe.jp）

市民総体
【軟式野球】
5 月 8 日㈰・15 日㈰・22 日㈰・
29 日㈰ 8 時 30 分から、田辺公園
野球場・草内木津川運動公園 市内
に在住・通勤・通学する 15 歳以上
の人（中学生を除く）。9人以上の
チーム 1 チーム 3,000 円（抽選
会で徴収） 4月 11 日㈪ 17 時ま
でに、持参・郵送・ＦＡＸ・ で申し込
み。抽選会は4月17日㈰18時から、
田辺中央体育館
【テニス個人戦】
5 月 15 日㈰・22日㈰・29日㈰ 9
時 30 分から、田辺公園テニスコー
ト 市内に在住・通勤・通学する 15
歳以上の人（中学生を除く）、市テ
ニス協会登録者 同協会個人登録者
1,000 円、未登録者 1,300 円（申込
時に徴収） 4月 22 日㈮ 17 時ま
でに持参・郵送・ＦＡＸ・ で申し込み
【カローリング】
5月8日㈰13時から、田辺中央体
育館 市内に在住・通勤・通学する
人、京たなべカローリングクラブ加
盟員 1チーム500円（当日徴収）
4月25日㈪17時までに持参・郵送・
ＦＡＸ・ で申し込み問NPO法人京田
辺市社会体育協会事務局（田辺中央
体育館内、〒 610-0331 京田辺市田
辺丸山19、☎29-9008、ＦＡＸ62-1534、
jimukyoku@kyotanabe-taikyo.

jp）

大住・普賢寺土地改良区
事業計画・予算を承認
大住・普賢寺の両土地改

良区の通常総代会を 3 月 5
日に開き、次の事項が承認
されました▼大住土地改
良区＝事業計画（土地改良
施設の維持管理・公庫資金
償還事務など）・予算総額
14,793 千円・承認事項（定
款の一部修正、平成 21 年
度事業報告・決算、同 22
年度補正予算、賦課金の額
と徴収方法など）。また、
理事会で、理事長に井上孟

さんが、副理事長に吉村勝
さん・吉岡弘嗣さんが選任
されました▼普賢寺土地
改良区＝事業計画（土地改
良施設の維持管理・借入金
償還と賦課金の徴収事務
など）・予算総額 14,970 千
円・承認事項（定款の一部
修正、平成 21 年度事業報
告・決算、同 22 年度補正
予算、賦課金の額と徴収方
法など）
問合せ先＝大住・普賢寺

土地改良区（農政課内、☎
64-1362）
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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

市・教育委員会と同志社大学は、「2011
京たなべ・同志社ヒューマンカレッジ」
の受講生を募集します。今年は、同志社
大学グローバル・コミュニケーション学
部の開設を記念して、グローバリゼー
ションをテーマに講義を行います。

また、長寿社会を迎え、健やかで安心
できる生活を支援するために日夜取り組
む研究者が、その成果を紹介します。
日にち・内容＝右表のとおり
時間＝午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

5 月 14 日㈯は、開講式を行いますの
で午後 1 時 15 分からです。
場所＝同志社大学京田辺校地
対象＝中学生以上の人
定員＝先着 500 人
受講料＝無料
申込方法＝往復ハガキ（1 人 1 枚）の

往信用に、郵便番号・住所・氏名（ふり
がな）・年齢・性別・電話番号・「カレッ
ジ希望」・保育希望の有無（希望する場
合は子どもの名前と年齢）・5 月 14 日㈯
講義終了後のキャンパスツアー参加の有
無（できるだけ事前に申し込んでくださ
い）、返信用に受講希望者の郵便番号・
住所・氏名を書いて、郵送してください
申込期間＝4月6日㈬～22日㈮（必着）
申 込・ 問 合 せ 先 ＝ 社 会 教 育 課

（〒 610-0393〈住所不要〉、☎ 64-1393）

おはなし会
▼ 4 月 2 日㈯…ひとりふたりさんにん

のこども▼ 9 日㈯…かしこいモリー▼ 16
日㈯…ひなどりとねこ▼ 20 日㈬…いかり
のギョーザ▼ 23 日㈯…いたずらこうさぎ
▼ 30 日㈯…ミアッカど
ん▼ 5 月 7 日㈯…うり
こひめ

水曜日は午後 4 時～ 4
時 30 分、土曜日は午後
3 時～ 3 時 30 分。

ギャラリー
▼油絵 “ 旅で出会った風景 ”：近藤弘子

＝ 4 月 12 日㈫～ 17 日㈰▼第 9 回かんな
び水石展：京田辺石友会＝ 4 月 26 日㈫～
5 月 1 日㈰（4 月 28 日㈭・29 日㈷を除く）

おはなし会
▼ 4 月 2 日㈯…しおちゃんとこしょう

ちゃん▼ 9 日㈯…こすずめのぼうけん▼
16 日㈯…チッチとピッピ▼ 23 日㈯…ふる
やのもり▼ 27 日㈬…かあちゃんのせんた

くキック▼ 30 ㈯…おど
るがいこつ▼ 5 月 7 日
㈯…三びきの子ぶた

水曜日は午後 4 時～ 4
時 30 分、土曜日は午前
11 時～ 11 時 30 分。

おはなし会
▼ 4 月 13 日㈬…ねこのおいしゃさん▼

20 日㈬…鳥のみじさ
いずれも午後 4 時～ 4 時 30 分。

図書館だより
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☎
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７
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）

市・京田辺市観光協会・同志社大
学・D-egg 入居企業でつくる京たなべ
iPhone（アイフォン）プロジェクトは、

「1 人で初めて京田辺市へ来た人でも
迷わず、安心してまち歩きができる」
をテーマに、多機能携帯電話「iPhone」
で楽しく観光できる観光案内アプリ
ケーションを開発しました（＝写真）。

オリジナルキャラクターが観光コー
スを案内したり、現在地の周辺にある
お店を検索したりもできます。
利用可能端末＝ iPhone

言語＝日本語・英語
利用料金＝無料
利用方法＝市観光協会ホームページ

（http://kyotana.be/）をご覧ください
問合せ先＝京田辺市観光案内所（☎

68-2810）
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昨
年
の
様
子

被災地で給水を行う水道職員


